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【手続補正書】
【提出日】平成27年11月2日(2015.11.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電極活物質（Ａ）と、導電助剤である炭素材料（Ｂ）と、プロトン供与性かつ電子供与
性の官能基、もしくはプロトン供与性を有さない電子供与性の官能基による相互作用を形
成し得る分散剤（Ｃ）を少なくとも２種以上と、を含む二次電池電極形成用組成物であっ
て、
　前記相互作用は、プロトン供与性部位と電子供与性部位との相互作用、あるいは電子供
与性部位同士の相互作用であって、
　電極活物質（Ａ）もしくは導電助剤である炭素材料（Ｂ）の少なくとも一方を、分散剤
（Ｃ）の一方で分散した組成物（Ｄ１）と、電極活物質（Ａ）もしくは導電助剤である炭
素材料（Ｂ）の少なくとも一方を、分散剤（Ｃ）のもう一方で分散した組成物（Ｄ２）を
作製し、組成物（Ｄ１）と組成物（Ｄ２）を混合して作製された二次電池電極形成用組成
物。
【請求項２】
　分散剤（Ｃ）の一方は、プロトン供与性かつ電子供与性の官能基を有し、分散剤（Ｃ）
のもう一方は、プロトン供与性かつ電子供与性の官能基、もしくはプロトン供与性を有さ
ない電子供与性の官能基の少なくとも一方を有する、請求項１記載の二次電池電極形成用
組成物。
【請求項３】
　前記プロトン供与性かつ電子供与性の官能基は、カルボキシ基、１級または２級アミド
基、１級または２級アミノ基、およびヒドロキシ基から選ばれる少なくとも一種の基であ
り、
　前記プロトン供与性を有さない電子供与性の官能基は、ニトリル基、エステル基、３級
アミド基、３級アミノ基、カルボニル基、およびエーテル基から選ばれる少なくとも一種
の基である、請求項１または２に記載の二次電池電極形成用組成物。
【請求項４】
　前記プロトン供与性かつ電子供与性の官能基が、カルボキシ基、１級または２級アミド
基である、請求項１～３いずれか１項に記載の二次電池電極形成用組成物。
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【請求項５】
　電極活物質（Ａ）もしくは導電助剤である炭素材料（Ｂ）の少なくとも一方を、プロト
ン供与性かつ電子供与性の官能基、もしくはプロトン供与性を有さない電子供与性の官能
基から選ばれる任意の組み合わせによる相互作用を形成し得る少なくとも２種以上の分散
剤（Ｃ）の一方で分散した組成物（Ｄ１）と、
　電極活物質（Ａ）もしくは導電助剤である炭素材料（Ｂ）の少なくとも一方を、プロト
ン供与性かつ電子供与性の官能基、もしくはプロトン供与性を有さない電子供与性の官能
基から選ばれる任意の組み合わせによる相互作用を形成し得る少なくとも２種以上の分散
剤（Ｃ）のもう一方で分散した組成物（Ｄ２）を作製し、
　組成物（Ｄ１）と組成物（Ｄ２）を混合する、二次電池電極形成用組成物の製造方法。
【請求項６】
　さらにバインダーを含む請求項１～４いずれか１項に記載の二次電池電極形成用組成物
。
【請求項７】
　集電体と、請求項１～４いずれか１項に記載の二次電池電極形成用組成物から形成され
る合材層を具備する二次電池用電極。
【請求項８】
　正極と負極と電解液とを具備する二次電池であって、前記正極もしくは前記負極の少な
くとも一方が、請求項７記載の二次電池用電極である、二次電池。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　また、本発明は、電極活物質（Ａ）もしくは導電助剤である炭素材料（Ｂ）の少なくと
も一方を、プロトン供与性かつ電子供与性の官能基、もしくはプロトン供与性を有さない
電子供与性の官能基から選ばれる任意の組み合わせによる相互作用を形成し得る少なくと
も２種以上の分散剤（Ｃ）の一方で分散した組成物（Ｄ１）と、
　電極活物質（Ａ）もしくは導電助剤である炭素材料（Ｂ）の少なくとも一方を、プロト
ン供与性かつ電子供与性の官能基、もしくはプロトン供与性を有さない電子供与性の官能
基から選ばれる任意の組み合わせによる相互作用を形成し得る少なくとも２種以上の分散
剤（Ｃ）のもう一方で分散した組成物（Ｄ２）を作製し、
　組成物（Ｄ１）と組成物（Ｄ２）を混合する、二次電池電極形成用組成物の製造方法に
関する。
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